









基本的な設定と関心事はX1; X2; : : :を共通の確率分布Fに従う実数値独
立確率変数列としたときの Xnまでの最大値Mn = maxfX1; : : : ; Xng の
n!1のときの挙動である。Mnが F の上端点 xF = supfx : F (x) < 1g
（無限と有限の両方がありうる）に収束するのは明らかであるから、定
数列 an > 0 と bn 2 ( 1;1) により正規化された (Mn   bn)=an を考
える。これが n ! 1 のとき非退化分布 G に分布収束するとき、極限
分布 Gを極値分布、F は Gの最大値吸引領域（以下、吸引領域とだけ
記す）に属するという。吸引領域は分布 F の裾（確率）
F (x) = 1  F (x)




















定理１ [1] 離散分布 F に対し、 F (n + 1)= F (n) が単調で
lim supn!1 F (n + 1)= F (n) < 1 かつ
lim
n!1
F (n + 2) F (n)













 (x + 2 + k)
:













となる ( は両辺の比が x!1 で１へ収束するの意)。
【２つ目の数字による分布の推定】




字（分布表の範囲ならば小数点一桁目の数字になる）は 0 や 1 のよう







定理3[2] F が指数  (< 0) の正則変動をする裾を持つと仮定する
（任意の  > 0に対し、limx!1 F (x)= F (x) =   が成り立つ）。X を
分布 F に従う確率変数とし、N を X 桁数、K を X の先頭の数とし、
Y = 10 N+1X  K とおく（X の先頭の数字を除き、それ以外を [0; 1)
に写したもの）。このとき、0  x  1 に対し、
lim
n!1P (Y  xjK = k;N = n);=
1  (1 + xk) 
1  (1 + 1k) 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